
令和５年４月２１日 

東京都立水元特別支援学校長 

村上 卓郎 

         担当：支援部

       
 支援部

し え ん ぶ

だより 第１号 
今年度の支援部メンバーは、井上久美子(小)、橋本治子(小)、島多知子(小)、田部井円香（小）、樋口新（小）、

後藤朝海(小)、宮崎正彦(小)、長田明子(小)、佐藤美紀(中)、境愛 (中)、長嶋晴美(中)、佐藤美和子(中)、 

千葉洋佑(中)、森田まど(中)、の計１４名です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 放課後等デイサービス、ショートステイや緊急一時保護などの福祉サービスについて、また、副籍につい

て（お便りが届かない等）困っていることや分からないことがありましたら遠慮なく、学年の支援部の教員

まで御連絡ください。情報提供をしたり、一緒に対応したりしていきたいと思います。 

 
 

 

 

                               

  

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水元特別支援学校は、地域のセンター校です。 
 

 

第１号は、「地域のセンター校」としての取り組みについて御紹介します。地域の一員として、支援部は

もちろん、本校の教員一人一人が関わりながら、地域の子供たちのためにできることを行い、本校や本校の

子供たちについての理解の輪を広げるための取り組みをしています。 

 

 

                               

  

 

  

   

 

 

 

 

＜御存知ですか？「特別支援教育コーディネーター」＞  
 特別支援教育コーディネーターとは、学校の窓口として関係機関と連携・協力し、児童・生徒のニーズ 

に応じた教育を展開していくための推進役を担っています。以下に、その役割の一部の御紹介です。 

・支援会議 

児童・生徒が安心して学校生活を送ることができるように関係機関と連携をとって支援会議を開きます。  

・進 路  

  進学先の見学や体験を行い、安心して進学できるような取り組みを行います。また、進路変更の希望 

を聞きながら、見学や体験をとおして本人に合った進路を探っていくお手伝いをします。 

・副 籍 

地域指定校のコーディネーターと連絡を取り合って打ち合わせを行い、初めての場合は同席します。また、

交流の際 

必要に応じて付き添います。 

 

令和５年度 特別支援教育コーディネーター（４名） 

佐藤 美紀  （支援部主任・中学部付）    井上 久美子 （小１副担任） 

後藤 朝海  （小４副担任）         森田 まど  （中３） 

 

※「特別支援教育コーディネーター」は、学部を越えて、全校の支援を行います。 

 

＜小・中学校への理解啓発＞ 学校紹介誌「なかま」 
  本校のことや子供たちのことを、地域の小・中学校の先生方や児童・生徒のみなさんに理解し

ていただくために、学校紹介誌「なかま」を年３回発行します。特別支援学校の紹介として、 

①副籍（居住地校交流）や学校間交流に向けての出前授業 ②友達になるために ③行事等の情

報を紹介しています。職員室近くの副籍コーナーに掲示してあります。ご覧ください。 

 

             

（特別支援教育を中心となって進める学校） 

 



＜放課後等デイサービス事業所向け説明会＞       

 「放課後等デイサービス」は子供たちの生活の場の一つでもあります。 

子供たちのよりよい生活作りのために、家庭、学校、支援機関が連携し、情報 

を共有しながら、一緒に考えていくことがとても大切であると考えています。 

本校にお迎えがある事業所を対象に説明会を行っています。 
 

第１回： ５月３０日（火）9:３0～11:００ 

校内を見学してもらったあと、①環境の工夫 ②関わり方の工夫 ③安全と安心について等の説明 

をいたします。一人一人に応じて対応することの大切さを理解していただく予定です。 

第 2 回： ９月２８日（木）9:３0～11:０0 
  
今後も学校便りの配布をはじめ、保護者の同意の上で担任やコーディネーターが訪問したり、連

絡帳を読み合ったりしながら、連携を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜幼児教室「わくわくアイリスクラブ」＞ 

子供の成長について相談したい保護者のサポートを行っています。 

葛飾区・足立区の就学前の５～６歳の年長児の子供たちを対象に幼児教室 

（わくわくアイリスクラブ）を開いています。 

「子供が教員と一緒に遊び活動する場」、保護者にとっては「悩みや思いを相談できる場」「特別支援

学校を知ってもらう場」となっています。 

年間６回行います。今年度のわくわくアイリスクラブには、１０名の幼児が参加しています。 

 ＜学校公開＞ 

本校の教育活動を、外部の方々に見学していただきます。 

本校をよりよく知っていただき、理解を得て、連携を深めていくことが 

ねらいです。（在校生保護者の見学は御遠慮いただいています） 
 

第１回： ７月 ６日（木）9:30～1１:2５  

第２回：１０月２６日（木）9:30～1１:2５ 

＜スクールソーシャルワーカー「SSW」＞  
  学校での困りごとを抱えている子供と家族を支えるための専門職が、スクールソーシャルワーカーで

す。 

子供の権利擁護の専門職として、例えば子供が学校に来られない時には、教員と協力しながら家庭訪問

を行うこともあります。また、学校外の様々な保健・医療・福祉のサービスをうまく利用できるようにお

手伝いしたり、食べ物のことや勉強のことで相談できるボランティア団体を紹介したり、外国籍の子供の

支援を関係機関と一緒に考えたりするといった連携・調整も行います。 

  本校の令和５年度の SSW は「厚美薫（あつみ かおる）」さん、」「森せい子（もり せいこ）」さん（手

話通訳）、です。宜しくお願い致します。 

 

 

 

スクールソーシャルワーカーとの協働。子供たちが、より豊かな 

生活を送るための福祉的なアプローチを考え、様々な関係機関と連携しながらサポートしていきます。 

 

             


